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【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   5/0408   (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ 201/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｎ   1/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｂ   5/0492   (2006.01)
   Ａ６１Ｂ   5/0452   (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ   5/04    ３００Ｗ
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   Ａ６１Ｎ   1/04    　　　　
   Ａ６１Ｂ   5/04    ３００Ｅ
   Ａ６１Ｂ   5/04    ３１２Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成24年7月27日(2012.7.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の電極と該複数の電極の各々と接触している連続接着材料とを具備するバイオメデ
ィカルセンサシステム。
【請求項２】
　前記接着材料が誘電材料である、請求項１に記載のバイオメディカルセンサシステム。
【請求項３】
　前記多数の電極が信号分析システムに結合される、請求項１に記載のバイオメディカル
センサシステム。
【請求項４】
　信号分析に使用される前記複数の電極の部分集合を前記信号分析システムが選択する、
請求項３に記載のバイオメディカルセンサシステム。
【請求項５】
　患者が異常心拍を有するかどうかを判断するため、前記信号分析システムが前記複数の
電極の前記部分集合からの電気信号を分析する、請求項４に記載のバイオメディカルセン
サシステム。
【請求項６】
　前記接着材料と接触する６個の電極を前記システムが含む、請求項１に記載のバイオメ
ディカルセンサシステム。
【請求項７】
　前記センサシステムがＥＣＧ分析の実施に適している、請求項６に記載のバイオメディ
カルセンサシステム。
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【請求項８】
　患者への貼付に先立って、前記電極と前記接着材料とが支持基板に装着される、請求項
１に記載のバイオメディカルセンサシステム。
【請求項９】
　前記接着材料が約２００ミクロン未満の厚さを有する、請求項１に記載のバイオメディ
カルセンサシステム。
【請求項１０】
　前記接着材料が約２５ミクロンと約１００ミクロンとの間の厚さを有する、請求項１に
記載のバイオメディカルセンサシステム。
【請求項１１】
　前記複数の電極の少なくともいくつかが約２５，０００ミクロン未満の距離だけ相互に
離間している、請求項１に記載のバイオメディカルセンサシステム。
【請求項１２】
　前記複数の電極の少なくともいくつかが約２，５００ミクロン未満の距離だけ相互に離
間している、請求項１に記載のバイオメディカルセンサシステム。
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